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 1 エッセイ　千字文
  言語復興運動のネットワーク　原 聖

 2 特集　今、ヨーロッパを考える
    あたらしくなったヨーロッパ展示
 3  生活にきざまれる農業のリズム　宇田川 妙子

 4  教会制度と人びとの慣習
   ――東ヨーロッパのキリスト教を中心にして　新免 光比呂

 6  産業化とともに
   ――１９世紀末～２０世紀初頭のヨーロッパ　森 明子

 8  多「民族」は共存できるのか
   ――ヨーロッパのこころみ　庄司 博史

 8  コラム パンからみえる共通性と多様性　宇田川 妙子

 10  研究フォーラム

「感情」から開発実践を考える
関根 久雄

 12  みんぱくInformation

 14  地球ミュージアム紀行

市民の都市生活と博物館
ハーレムのテイラー博物館とその周辺
稲賀 繁美

 16  連載リレー 知の収蔵庫
ボクシングの文化論 ３の３
ゴング
樫永 真佐夫

 18  多文化をあきなう

国境、障がいをこえる商い
―one village one earth―
今井 孝子、和気 克子

 20  異聞逸聞

迷える「玉座」
田村 克己

 21  みんぱく私の逸品

マザンキ
マジェッツ・アグネシカ

 22  フィールドで考える

文人が聴くドビュッシー
―ドビュッシー生誕150周年に寄せて
岡本 尚子

 24 次号予告・編集後記

　
私
が
は
じ
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
イ

ス
（
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
）
地
方
に
赴
い
た
の
は
、

一
九
八
二
年
で
あ
る
。
地
方
文
化
の
振
興
に

熱
心
な
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
に
な
っ
た

の
は
、
そ
の
前
年
の
八
一
年
。
こ
の
年
さ
っ

そ
く
ブ
レ
イ
ス
語
（
ブ
ル
ト
ン
語
）
の
学
士

号
が
認
可
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
的
少
数
言

語
の
復
興
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
た
頃

で
あ
る
。
そ
の
中
心
地
ロ
ア
ゾ
ン（
レ
ン
ヌ
）

の
大
学
に
は
ケ
ル
ト
学
科
が
あ
り
、
そ
こ

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ブ
レ
イ
ス

語
の
学
習
の
た
め
に
、
民
間
団
体
に
よ
る

夏
期
講
習
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
足
を
運
ん
だ
。

　
な
か
で
も
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
ブ
レ

イ
ス
語
自
主
教
育
運
動「
デ
ィ
ワ
ン
」（「
芽
」

の
意
）
の
本
部
事
務
所
建
設
の
た
め
に
、
労

働
を
し
な
が
ら
学
習
す
る
と
い
う
講
習
会

だ
っ
た
。「
デ
ィ
ワ
ン
」
は
一
九
七
七
年
に

設
立
さ
れ
た
自
主
教
育
学
校
で
あ
り
、
こ

の
頃
に
は
小
学
校
も
ち
ら
ほ
ら
開
校
さ
れ
、

よ
う
や
く
運
動
が
軌
道
に
の
り
は
じ
め
て

い
た
の
で
あ
る
。
食
事
は
参
加
者
全
員
に

よ
る
自
炊
な
の
で
、
そ
れ
は
楽
し
い
ひ
と
時

だ
が
、
な
に
せ
古
い
小
学
校
の
改
装
工
事

を
し
な
が
ら
の
講
習
で
あ
る
。
春
を
迎
え

る
復
活
祭
の
休
み
期
間
だ
っ
た
が
、
暖
房

な
ど
も
な
い
の
で
、
夜
は
さ
す
が
に
寒
か
っ

た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
講
習
会
の
利
点
は
、
ブ
レ
イ

ス
語
復
興
に
熱
心
な
人
々
と
知
り
合
い
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
こ
の
講

習
会
の
あ
と
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
小
学

校
教
員
の
誘
い
で
、
三
日
ほ
ど
各
地
の
運

動
家
た
ち
を
訪
ね
て
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
青
年
の
家
」
に
は
た
だ
で
泊
ま
れ
る
な
ど
、

知
り
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
重
宝
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
数
日
あ
と
、
テ

レ
ビ
に
こ
の
教
員
の
写
真
が
登
場
し
て
驚

い
て
し
ま
っ
た
。「
ブ
レ
イ
ス
（
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
）
解
放
戦
線
」
の
活
動
容
疑
者
と
し

て
逮
捕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
解
放
戦
線
」

は
こ
の
当
時
そ
の
活
動
が
す
で
に
下
火
に

な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
エ
ウ
ス
カ
ル
・
ヘ

リ
ア
（
バ
ス
ク
）
の
活
動
家
と
の
関
係
な

ど
、
ま
だ
多
少
は
続
い
て
い
た
。「
解
放
戦

線
」
の
活
動
家
と
直
接
知
り
合
い
に
な
る

の
は
、
外
国
人
研
究
者
に
は
な
か
な
か
難

し
い
が
、
か
つ
て
活
動
家
だ
っ
た
と
い
う
人

に
は
ほ
か
で
も
何
人
か
知
り
合
い
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
感
心
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
活
動
家
が

比
較
的
簡
単
に
「
社
会
復
帰
」
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
的
な
「
告
解
に
よ
る
許
し
」
と
い
う
、

人
生
の
や
り
直
し
を
可
能
に
す
る
文
化
風

土
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
あ
れ
か
ら
す
で
に
三
〇
年
で
あ
る
。

「
デ
ィ
ワ
ン
」
は
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
、

四
〇
〇
〇
人
の
児
童
生
徒
を
擁
す
る
学
校

に
ま
で
成
長
し
た
。
自
主
教
育
運
動
を
は

じ
め
た
世
代
は
、
い
ま
で
は
ブ
レ
イ
ス
文

化
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
当
時

の
「
デ
ィ
ワ
ン
」
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

い
ま
で
も
有
効
な
の
で
あ
る
。
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